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十
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出
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問
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初
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防
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る
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問
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意
書

提

出

者

逢

坂
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自
衛
隊
に
よ
る
初
め
て
の
米
艦
艇
と
航
空
機
の
防
護
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
三
十
年
一
月
二
十
二
日
、
安
倍
総
理
は
衆
議
院
本
会
議
で
行
っ
た
施
政
方
針
演
説
の
中
で
、
「
北
朝
鮮
情
勢
が
緊
迫
す

る
中
、
自
衛
隊
は
初
め
て
米
艦
艇
と
航
空
機
の
防
護
の
任
務
」
（
「
本
任
務
」
と
い
う
。
）
に
あ
た
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。こ

の
安
倍
総
理
の
発
言
を
踏
ま
え
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

本
任
務
は
、
具
体
的
に
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
行
わ
れ
た
の
か
。

二

本
任
務
は
、
い
わ
ゆ
る
安
保
関
連
法
を
根
拠
に
し
て
行
わ
れ
た
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

三

二
に
関
連
し
て
、
本
任
務
は
、
自
衛
隊
法
第
九
十
五
条
な
い
し
は
第
九
十
五
条
の
二
で
い
う
「
武
器
等
防
護
」
を
根
拠
に

し
て
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

四

本
任
務
は
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日
の
国
家
安
全
保
障
会
議
決
定
に
か
か
る
「
自
衛
隊
法
第
九
十
五
条
の
二
の

運
用
に
関
す
る
指
針
」
（
「
本
指
針
」
と
い
う
。
）
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
本
条
は
、
自
衛
隊
と
連
携
し
て
我
が
国
の
防
衛
に

資
す
る
活
動
（
共
同
訓
練
を
含
み
、
現
に
戦
闘
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
現
場
で
行
わ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
現
に
従
事
し

て
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
そ
の
他
の
外
国
の
軍
隊
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
組
織
（
以
下
「
合
衆
国
軍
隊
等
」
と
い

一



う
。
）
の
部
隊
の
武
器
等
と
い
う
、
我
が
国
の
防
衛
力
を
構
成
す
る
重
要
な
物
的
手
段
に
相
当
す
る
も
の
と
評
価
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
を
武
力
攻
撃
に
至
ら
な
い
侵
害
か
ら
防
護
す
る
た
め
の
、
極
め
て
受
動
的
か
つ
限
定
的
な
必
要
最
小
限
の
武

器
の
使
用
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
」
を
根
拠
に
し
て
い
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

五

本
任
務
に
あ
た
り
、
本
指
針
で
い
う
「
当
該
合
衆
国
軍
隊
等
か
ら
、
初
め
て
警
護
の
要
請
が
あ
っ
た
」
と
い
う
理
解
で
よ

い
か
。

六

本
指
針
で
は
、
「
国
家
安
全
保
障
会
議
へ
の
報
告
」
と
し
て
、
「
防
衛
大
臣
は
、
毎
年
、
前
年
に
実
施
し
た
警
護
の
結
果

に
つ
い
て
、
国
家
安
全
保
障
会
議
に
報
告
す
る
も
の
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
本
任
務
に
つ
い
て
も
、
防
衛
大
臣
が
報
告

を
行
う
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

七

本
指
針
で
は
、
「
本
条
の
運
用
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
次
の
ア
及
び
イ
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
行
政
機
関
の
保
有
す

る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
）
を
踏
ま
え
、
政
府
と
し
て
適
切
に
情
報
の
公
開
を
図

る
」
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
任
務
に
関
し
て
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
事
実
な
い
し
は
項
目
が
公
開
さ
れ
る

の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

八

安
倍
総
理
が
施
政
方
針
演
説
の
中
で
、
わ
ざ
わ
ざ
本
任
務
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
自
ら
明
ら
か
に
し
た
意
図
は
何
か
。
同
日

二



の
記
者
会
見
の
中
で
、
西
村
康
稔
官
房
副
長
官
は
「
実
施
の
逐
一
に
つ
い
て
答
え
を
差
し
控
え
た
い
」
と
時
期
な
ど
詳
細
な

説
明
を
避
け
、
今
後
の
情
報
公
開
に
関
し
て
は
「
実
施
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
国
家
安
全
保
障
会
議
へ
の
報
告
後
に
可
能
な

限
り
最
大
限
の
情
報
公
開
を
行
う
」
と
説
明
す
る
に
止
め
た
。
安
倍
総
理
が
自
ら
国
会
の
場
で
本
任
務
を
明
ら
か
に
し
た
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
事
実
に
つ
い
て
具
体
的
か
つ
積
極
的
に
国
民
に
説
明
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

三


